
びわ湖環境ビジネスメッセ 会派県内調査
県立社会福祉施設（信楽学園）

琵琶湖淀川水系問題対策特別委員会
県外調査（熊本・川辺川ダム予定地）

唐崎学区防火・防災訓練 自治体政策青年ネットワーク研修会
江田参議院議長と懇談

スポレク宮崎 トランポリン大会　
１勝２敗で予選リーグ敗退…。

あいの土山マラソン
ハーフマラソンに出場！
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子ども・若者支援子ども・若者支援
地域協議会地域協議会

子ども・若者支援子ども・若者支援
地域協議会地域協議会

子ども・若者支援
地域協議会

指定支援機関

心理相談等矯正、更生保護等

保護観察所、少年鑑別所（一般相談）
少年サポートセンター 等

職業的自立・就業支援雇用

地域若者サポートステーション、
若者自立塾、ハローワーク、　
職業訓練機関 等

修学支援教育

教育委員会 等

企業
学校

団体
NPO

医療及び療養支援保険、医療

保健所、精神保健福祉センター 等

生活環境改善福祉

福祉事務所、児童相談所 等

調整機関

連携

誘
導

地域における
子ども・若者育成支援ネットワーク

http://www.pref.shiga.jp/
滋賀県ホームページ

淡海子ども・若者プラン
みなさまの声を計画に反映してみませんか　

1月28日締切
県民政策コメント募集中  

防災教育防災教育について

子ども・若者施策について子ども・若者施策について

成　田／／

成　田／／

成　田／／

成　田／／

教育長／／

商工観光／　
労働部長教育長／／

教育長／／

教育長／／

県立学校の耐震化の見込みと市町の小学校の状況は？
県立学校の耐震化率は約69％、特別支援学校は工事を完了している。平成29年度末の事業完了
に向け、努力していく。また市町立小中学校の耐震化率は今年度当初の耐震化率は78.5％。今年
度16市町73校において耐震化事業が実施。

防災教育の目的は、「学校や地域をはじめ、様々な機会・場を活用し、①それぞれが暮らす
地域の災害や社会の特性、防災科学技術の知見等についての知識を身につけ、防災・減災
のために事前に備え、行動する能力」②「自然災害から身を守り、被災した場合でもその後
の生活を乗り切る能力」③「災害からの復興を成し遂げ、安全・安心な社会に立て直す能
力」④「進んで他の人々や地域の安全を支える能力」の４つの能力を身につけ、「生きる
力」を涵養し、能動的に防災に取り組むことができる人材を育てることでありますが、滋賀
県の防災教育の現状は？
子どもたちが自然災害時の対応を身につけ、危険から自分の身を守り、被害を最小限にとどめることを
目的とし、災害時の心構えや行動、地震等の発生メカニズムなどについて、児童生徒等の発達段階
に応じた指導を行っている。

埼玉県の「中学生向けの危機管理・防災に関する教材」では、心肺蘇生法を身につける項目
があるが、心肺蘇生法やAEDの使用に関する研修を中高生に必須としてはどうか？
心肺蘇生法については保健体育の教科の中で、指導しており、その中で、AEDに触れる機会を持ち、
利用方法を理解するなどの指導も行っている。

阪神・淡路大震災、新潟中越地震において、救援物資の配布の手助け、ブラスバンドの演奏等による被災者への癒し、様々
な活躍があり、困っている人をどう助けるかを考え、行動することにより、地域の復興が加速し、自立の向けての原動力にな
るといえますが、災害復興時において子どもたちに、どのように期待をしているのか？
子どもたちが本来持っている優しさや明るさが、被災者をたいへん勇気づけ、地域の復興の大きな力となったと聞いている。
万が一の災害時には、自ら行動し、人を思いやり、互いに助け合えるような子どもに育ってくれることを願っている。

淡海子ども・若者プランにより、子ども・若者の社会環境がどのように変化
するのか、計画の意義については？
地域の人と人のつながりや「きずな」を新しい地域の力として、社会全体で子ども・若
者の健やかな育ちに関わり、支える環境を整えていこうとするもの。子ども・若者は、自
ら力を十分に発揮しながら、未来に夢を持って自立への道を着実に歩むことができ、
また、親は、仕事と家庭・地域生活の両立など、多様な生き方が受け入れられ、子産
み・子育てに幸せを感じることができ、社会にとっては、子ども・若者の育成を通じて、
地域に明るさと喜びがもたらされ、滋賀の将来の新たな活力が生み出される。

若者無業者（ニート）の滋賀県内の状況と、ヤングジョブセンター滋賀の
活用も含めた対応は？　
平成19年において、全国では約63.3万人（2.1％）、本県では約6300人（1.8％）と
推計されている。ニートへの対応として、地域若者サポートステーション事業により、
ニート本人、あるいはその保護者への相談支援を行っており、その相談内容に応じ
て、ヤングジョブセンター滋賀において、職業相談・職業紹介や、職業訓練の受講手
続き等を行い、さらに、職業の適性、就職活動の仕方といった就労の初期段階から
の個別カウンセリングやまた心の相談等、きめ細かな相談支援も実施している。

子ども・若者支援地域協議会では、修学および就業のいずれもしない子ども・若
者その他の子ども・若者であって、社会生活を円滑に営む上で困難を有するもの
の対応に関して、関係機関が密接的に連携して総合的に対処する必要があるも
のを扱うものとしています。複雑多様化した、ニート・ひきこもり等に対して、各関
係機関が連携してスムーズに支援していく必要があると考えるが？
県では、非行少年等の立ち直りを支援するため、県内９カ所の少年センターに、「青少年立ち直り支援センターあすくる」を設置し、総合
的な相談や支援に先駆的に取り組んできた。「あすくる」では、ニートや不登校、ひきこもりなどの青少年にも幅広く対応してきて、一人ひ
とりの課題に応じて、就学、就労、生活改善などの個別支援プログラムを組み、学校、ハローワーク、福祉事務所などの関係機関と連携
しながら支援している。国の動向などを踏まえながら、法の趣旨に沿った取り組みとなるよう進めてまいりたい。

成　田／／

成　田／／

成　田／／

学校の耐震化について

防災教育の現状

災害復興時における子どもたちへの期待

救命救急研修について

淡海子ども・若者プランについて

子ども・若者支援地域協議会について

ニート対策について

知　事／／

知　事／／

ドットジェイピー議員 インターン交流会　

防災・安全・復興に関する
国際シンポジウム（新潟）

近畿６府県議員交流フォーラム
防災分科会（奈良）

総務・政策常任委員会県外調査（静岡）
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11月定例会11月定例会11月定例会

滋賀県議会議員（民主党・県民ネットワーク所属）
県議会活動レポート
Vol.10 2010年冬号
県議会活動レポート
Vol.10 2010年冬号

　唐崎中、膳所高、龍谷大学法学部政治学科 卒業
　同志社大学大学院総合政策科学研究科　修了
　民主党滋賀県総支部連合会　青年局長
　滋賀県議会議員（大津市選挙区）１期　

滋賀県・大津市に関するご質問、ご意見をお寄せください！
活動や報告についてのご意見、ご感想をお待ちしております。
成田セイリュウ後援会に入会いただくと、定期的に県議会活動レポートを
送付いたします。ぜひともご参加ください。
ボランティアスタッフを募集しております。

PROFILE
大津市消防団唐崎分団団員
唐崎学区体育振興会 常任理事
唐崎学区スポーツ少年団 事務局
大津こども環境探偵団エコリーダー 幹事

社団法人大津青年会議所 事務局長
滋賀県トランポリン協会 会長
スペシャルオリンピックス日本
滋賀設立準備委員会 事務局（自宅）〒520-0106 滋賀県大津市唐崎 1-20-25　　　TEL/FAX：077-578-8913


